
設定地震動 レベル2地震動
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計測震度 6.514

耐震診断方法 ２次元動的解析

耐震診断基本条件
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1.2.2  設計水平震度 

 本配水池は，傾斜地を造成した地盤上に設置されており，背面地山の偏土圧の影響を受

けるため，配水池周辺地盤の挙動を無視することはできない．よって，本検討では地盤の

形状（傾斜，地層構成等）の影響を直接的に反映するため，有限要素法（FEM）を用いた

二次元動的解析を実施することとする． 

 

(1) 地震動レベル 1 

地震動レベル 1 については，道路橋示方書・同解説（Ⅴ耐震設計編）に示されるⅠ種地

盤の地震動を適用する． 

 

(2) 地震動レベル 2 

地震動レベル 2 の設計水平震度は，下記のうち大きい方を設定する． 

イ．滋賀県において地震被害予測調査が行われている断層活動（琵琶湖西岸断層

帯，花折断層，東南海・南海地震）のうち，本市への影響が最も大きい断層

の活動によって生じる地震動．（想定される最大加速度を考慮） 

ロ．「水道施設耐震工法指針・解説」において，1995 年兵庫県南部地震による観測

記録等に基づき定められている標準的な応答スペクトルに調整された地震動． 
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(3) 入力地震動 

入力地震動の設定に際して，滋賀県が想定する琵琶湖西岸断層帯を震源とする地震動

と，花折断層による地震動および水道施設耐震工法指針・解説に示される地震動を考慮

する．すなわち，これらに対して最も規模が大きいと判断される地震動を基準として地

震動の設定を行うものとする． 

琵琶湖西岸断層帯を震源とする地震動は，断層破壊域の設定に基づき３パターンの地

震動が設定されている．これらは，Bww1s～Bww3s の名称で設定された地震動である．本

対象箇所において，各地震動の規模をまとめると入力地震動は下記のとおりである． 

 

滋賀県が想定する琵琶湖西岸断層帯地震動の規模 

 

 

 

 

 

上の表に基づけば，いずれも計測震度は 7 であり，極めて大規模な地震動が想定され

ているが，上記の内，地震動エネルギーを最もよく表していると考えられる計測震度が

最大である，Bww2s の地震動を基準とする． 

上記地震動は，NS および EW 方向の地震動成分を合成した最大値であると考えられる

が，両者で大きい方の加速度の最大値を見ると，EW成分にて 1274.2gal であった．一方，

花折断層による地震動は最大加速度が 531gal であり，明らかに琵琶湖西岸断層帯の

Bww2s に比較して小さい．したがって，Bww2s と水道施設耐震工法指針・解説に示される

基盤面の地震動スペクトルを比較する． 

図-1.3.4 に，基盤面の速度応答スペクトルを示す．一部の周波数帯を除き，水道施設

耐震工法指針・解説に示される地震動よりも，特に EW成分の地震動が大きい． 

このことから，本検討では，設計地震動として，Bww2s の EW 成分を適用するものとす

る． 

 

 

 

 

 

 

ケース
最大加速度
(gal)

最大速度
(kine)

Bww1s 1763.5 144.63 7 6.503

Bww2s 1770.6 128.00 7 6.514

Bww3s 1666.4 108.00 7 6.491

計測震度
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図－ 1.3.4 地震動の速度応答スペクトル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－ 1.3.5 検討用地震動波形（Bww2s，EW 成分） 
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配水池

耐震補強：

凡例

別紙17　耐震補強図（真野低区配水池）



別紙17　耐震補強図（真野低区配水池）



別紙17　耐震補強図（真野低区配水池）



別紙17　耐震補強図（真野低区配水池）


